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10cに於て 3×104のプラントル数を持っポムプ油を直径 11m珊¢高さ 12mmのシリ
ンダーに閉じこめる｡側面には,2.2MHzの音波の発生器と受信器がうめこまれてい
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ここで α2- (%)(∂2α(▽Wレ ∂(▽W)2)∫(▽f)2dxは対流のモー ドf(r)及び散乱効
率のみの関数で時間には依らない0 7の一次の項は周期性の為に消える0-万 7はラン
芦芦1
ダウ型の方程式を仮定する0 才/グ ▽T配位において, t-0で ワニ∂(.蛋 7S) を仮
定すると,△a(t)-α2qs2トx十(x2十1)1/2f2となるOここでX(t)≡(qs/2∂)e-i/巾),
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て,臨界波長の大きい事 (cm vs.A)及び緩和時間の長い事 (secvs.〟S)等が反映
して様相が異る点が多い｡
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図 1 対 流 セ ル
